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ま る こ む  

 「もう あさごはんの じかんか？」 マルコムとうさんは いいました。 

「とおー」 あかちゃんが いいました。 

 
ま る こ む 

「あさごはんが さきだよ」 マルコムとうさんは したくを はじめます。 

「とおー、 とおー」 あかちゃんは なにかを ほしがって いるようです。 
 ま   る   こ   む 

マルコムとうさんは しかたなく ちいさな あかい くるまを さがしはじめまし

た。 

 
                                と   び   ー 

「おはよう、 ばぶちゃん」 トビーが おきてきました。 「あさごはん、 なんだ

ろうね？」 

「とおー」 

「とうさんは どこ？」 

 
                                                  と   び   ー 

「ほうら、 たまごが たくさん あるよ！」 トビーが はこんできました。 
う な     と と 

「みっつ ちょうだい！」 ふたごの ウナと トトが いいました。 
め ー ぷ る し ろ っ ぷ 

「メープルシロップもねっ！」 

 



ま る こ む 

「まさか、 たまごには かけないだろう？」 マルコムとうさんは ききました。 
ほ っ と け ー き 

「ホットケーキ つくってくれると おもったの…...」 ふたごは いいました。 

 
と ー す と                       ま る こ む 

「トーストでもいいかい？」 マルコムとうさんは こどもたちに ききました。 
「ぶう〜〜〜」 あかちゃんが なにかを ゆびさして います。 
ま る こ む 

マルコムとうさんは はちが いるのかと おもって まわりを きょろきょろ み

まわしました。 

 
ど ー な つ                            あ り す 

「ドーナツ つくってるかしら？」 アリスが ききました。 
ま る こ む 

「あさごはんに たべるのかい？」 マルコムとうさんが ききます。 
「たべたって いいじゃない」 

 
わ っ ふ る 

「もしかして、 ワッフル つくってるの？」  
                      こ ん ら っ ど 

となりの いえの コンラッドが やってきました。 
わ っ ふ る                       う な                       こ ん ら っ ど                  る  

「ワッフル？ たべたい！」 ウナと あそんでいた コンラッドの いもうと、ル 
びー 

ビーが いいました。 
 

わ ん                  る び ー 

「ワン！」 いぬの ルビーも ほえました。 
る び ー                   ま る こ む  

「ルビー、 しずかに」 マルコムとうさんが いいました。 
「ちょっと いって みただけよ」 

「あぁ、 ごめんよ」 
る び ー 

「いぬの ルビーに いったんだ」 

 

「とおー......」 あかちゃんが いいました。 
ま る こ む 

「ばぶちゃん、 きみもか......！」 みんな、 マルコムとうさんを こまらせま

す。「だれか！ このこに おもちゃの きかんしゃを さがして あげて く

れ！」 
 

と と                    じ ゃ っ く 

「おはようございます」 トトの ともだちの ジャックが きました。 「なにか 
す い ― つ 

スイーツは ありますか？」 



 
す い ー つ          ま る こ む 

「スイーツ！？」 マルコムとうさんは また、 こまりました。 
ち ょ こ れ ー と 

「はい、 チョコレートあじが いいです」 
す い ー つ 

「あさに スイーツは たべられないだろう？」 

「たべられますよ」 
る ー し ー 

「だって ルーシーは たべてるもの」 

 
る ー し ー 

「ルーシーって だれだい？」 

「ぼくの おかあさんの ともだちです」 
け ー き                    ふ る ー つ く ら ん ぶ る 

「いつも ケーキか、 ちいさい フルーツクランブルを たべてます」 
す い ー つ                          ま る こ む  

「うちでは あさに スイーツは たべないんだ」 マルコムとうさんは いいまし

た。 

と ー す と 

「それなら、 トーストでも いいですよ」 
じゃ む 

「よかった」 「ジャムは いるよね？」 
 

ぐ ー ず べ り ー        じゃ む                          じゃ っ く 

「グーズベリーの ジャム、 ありますか？」 ジャックが ききました。 
「ああ、 きょうは ちょうど あるよ」 

「とおー」 あかちゃんが わめきだしました。 「ぶぅ〜」 
ま る こ む 

マルコムとうさんは みんなに ききました。 「あー、 だれか このこの おも

ちゃの きかんしゃ みつけてくれた？」 
ば す 

「それか、 バスの おもちゃかも しれないな。それで、 はちは どこに い

るんだ......！？」 

 

「とおー  
とおー！  
とおー！！」 

 
 と   お   す   と 

「あぁ......、 トースト！！」 
と び ―      う な     と と    あ り す     こ ん ら っ ど                 る び ―               じゃ  

トビー、 ウナ、 トト、 アリス、 コンラッド、 いもうとのルビー、 そして ジャ 
っ く 

ック、 みーんな そろって さけびました。 



「それと......」 

「ぶぅ〜〜〜〜〜〜〜」 

 
と ー す と 

「はちみつだあ！」 そのあさは たくさんの はちみつトーストが やきあがり

ました。 
 

「とおー と ぶぅ〜」 

 

 

 

 

 

 

 
（裏表紙） あさごはん、 なににする？ 


